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学校だより

３月号 
在籍児童数 

３月１日現在 

１年 37名 

２年 37名 

３年 29名 

４年 38名 

５年 30名 

６年 36名 

つばさ学級６名 

合計 213名 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

「
悪
い
事
を
す
る
と
お
天
道
様
が
見
て
い
る
」

「
嘘
を
つ
く
と
閻
魔
様
に
舌
を
抜
か
れ
る
」 

幼
少
の
頃
、
明
治
生
ま
れ
の
祖
父
母
か
ら
何
度

も
言
わ
れ
て
き
た
言
葉
で
す
。
科
学
技
術
が
進

歩
し
た
今
で
は
誰
も
こ
の
言
葉
を
信
じ
る
者

は
い
ま
せ
ん
。
当
時
幼
か
っ
た
私
は
こ
の
言
葉

が
と
て
も
怖
く
て
自
ら
の
言
動
を
律
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
お
天
道
様
や
閻
魔
様
は

防
犯
カ
メ
ラ
や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
へ
と

姿
を
変
え
、
ま
た
社
会
の
進
展
に
よ
り
法
的
根

拠
や
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
（
証
拠
）
の
有
無
が

物
事
を
判
断
す
る
も
の
さ
し
と
な
り
ま
し
た
。

科
学
や
法
律
は
絶
対
と
信
じ
る
私
た
ち
で
す
。 

 

こ
う
し
た
風
潮
に
何
と
な
く
違
和
感
を
覚

え
て
い
ま
す
。
さ
す
が
に
お
天
道
様
や
閻
魔
様

と
言
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
果
た
し
て

今
の
法
律
や
科
学
は
世
の
全
て
を
網
羅
す
る

絶
対
的
な
も
の
さ
し
な
の
で
し
ょ
う
か
。
時
に

法
の
解
釈
を
め
ぐ
り
対
立
す
る
人
々
を
目
に

し
ま
す
。
不
測
の
事
態
が
起
き
る
た
び
に
新
た

な
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
す
。
科
学
的
根
拠
も
デ

ー
タ
の
見
方
一
つ
で
異
な
っ
た
結
論
が
導
か

れ
ま
す
。
正
し
い
と
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
知
識
も

時
が
経
て
ば
違
っ
て
い
た
事
も
多
い
で
す
。 

★
第
５
回
・
学
校
運
営
協
議
会 

 

２
月
１
７
日
、
今
年
度
最
後
の
学
校
運
営 

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
授
業
参
観
後
、 

児
童
の
実
態
や
７
つ
の
学
校
課
題
の
現
状
が 

報
告
さ
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

〇
廊
下
の
汚
れ 

 
 

（
達
成
率
：
３
０
％
） 

 

岩
村
様
や
二
瓶
様
の
ご
尽
力
で
改
善
さ
れ

た
が
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
協
働
し

た
組
織
的
な
活
動
は
ま
だ
未
実
施
。 

〇
桜
の
木
の
剪
定
伐
採
（
達
成
率
：
６
０
％
） 

 

例
年
以
上
に
剪
定
・
伐
採
は
進
ん
だ
が
、

ま
だ
必
要
と
す
る
箇
所
が
残
る
。 

〇
百
葉
箱
の
修
理 

（
達
成
率
：
１
０
０
％
） 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
二
瓶
様
の
ご
尽
力

で
新
た
な
立
派
な
百
葉
箱
が
設
置
。 

〇
町
会
と
の
連
携 

 

（
達
成
率
：
８
０
％
） 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
、
校
長
を
中
心

に
亀
久
保
・
武
蔵
野
・
西
鶴
ケ
岡
町
会
の

行
事
・
定
例
会
に
計
７
回
参
加
。 

〇
授
業
等
の
サ
ポ
ー
ト
（
達
成
率
：
８
０
％
） 

 

各
教
科
・
領
域
に
外
部
講
師
を
招
き
、
環

境
・
授
業
・
消
毒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

の
手
厚
い
支
援
の
大
幅
な
増
加
。 

〇
西
中
学
校
区
の
連
携
（
達
成
率
：
７
０
％
） 

 

合
同
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
・
学
校
保
健
委

員
会
・
防
犯
会
議
・
学
校
運
営
協
議
会
を

実
施
。
管
理
職
間
で
の
定
期
会
議
を
実
施
。 

〇
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
と
連
携
（
達
成
率
：
９
０
％
） 

 

夏
の
花
火
大
会
の
大
成
功
を
は
じ
め
、今
年

度
新
た
な
活
動
を
意
欲
的
に
創
造
・
実
行
。 

 

※
皆
様
の
お
力
で
今
年
度
の
教
育
活
動
が
一
層

活
性
化
さ
れ
た
事
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。 

心
と
い
う
Ｄ
Ｎ
Ａ 

校
長 

山
﨑 

祐
一 

 

 

生
き
方
を
し
て
き
た
の
か
を
知
っ
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
幸
不
幸
に
は
明
確
な
理

由
が
あ
る
事
も
分
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
目
に
見
え
な
い
畏
敬
の
念
を
「
お

天
道
様
」「
閻
魔
様
」
の
形
に
し
て
人
が
幸
せ

に
な
れ
る
誠
実
な
生
き
方
の
大
切
さ
を
後
世

に
伝
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
物
や
形
が
全
て

と
捉
え
、
形
の
な
い
も
の
（
自
然
の
偉
大
さ
や

人
の
心
な
ど
）
を
軽
視
し
た
ツ
ケ
が
今
の
社
会

を
限
界
ま
で
追
い
詰
め
て
い
ま
す
。 

 

大
人
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
何
を
残
す
か

と
問
わ
れ
た
ら
、
迷
わ
ず
「
人
と
し
て
恥
じ
な

い
生
き
方
」
と
答
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お
金
や

財
産
を
残
す
事
も
大
切
で
す
が
、
人
と
の
誠
実

な
係
り
方
や
家
族
間
の
温
か
さ
や
人
の
た
め

に
役
立
つ
奉
仕
の
心
を
残
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
裏
切
り
や
不
正
や
恨
み
や
怒
り
は
幸
せ
な

人
生
を
破
壊
す
る
だ
け
の
行
為
だ
と
言
い
た

い
で
す
。
毎
日
何
の
心
配
も
な
く
平
凡
な
日
常

が
過
ぎ
て
い
く
事
は
究
極
の
幸
せ
で
す
。
究
極

の
幸
せ
と
は
他
人
が
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、

自
ら
の
誠
実
な
生
き
方
を
子
や
孫
や
家
族
に

見
せ
続
け
る
事
で
訪
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

誰
も
が
幸
せ
に
な
ろ
う
と
悩
み
や
苦
し
み

と
向
き
合
い
ま
す
。
大
切
な
事
は
な
ぜ
悩
み
や

苦
し
み
が
起
き
る
か
の
原
因
を
知
る
事
で
す
。

ふ
と
自
ら
の
心
の
乱
れ
や
調
和
に
欠
け
た
生

き
方
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。
こ
の
世
は
原
因
と

結
果
が
一
体
と
な
っ
て
回
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
今
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
悪
事
が
目
に

余
り
ま
す
。
振
り
込
め
詐
欺
や
狛
江
の
強
盗

事
件
や
迷
惑
動
画
な
ど
の
事
件
が
連
日
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
金
欲
し
さ
に
人
が
集

ま
り
凶
悪
犯
罪
に
手
を
染
め
た
り
、
人
の
迷

惑
を
考
え
ず
に
非
常
識
な
動
画
を
発
信
し

た
り
と
、
そ
こ
に
は
道
徳
心
や
倫
理
観
や
自

制
心
の
か
け
ら
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の

身
近
で
も
自
分
の
主
義
主
張
を
声
高
に
叫

び
、
人
の
心
を
平
気
で
傷
つ
け
る
人
も
い
ま

す
。
何
か
世
の
中
全
体
が
大
切
な
も
の
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
か
の
様
で
す
。 

古
き
良
き
時
代
か
ら
先
達
た
ち
が
脈
々

と
受
け
継
い
で
き
た
目
に
見
え
な
い
も
の

へ
の
畏
敬
の
念
は
ど
こ
に
消
え
た
の
で
し

ょ
う
。
法
に
触
れ
な
け
れ
ば
人
や
防
犯
カ
メ

ラ
が
見
て
い
な
け
れ
ば
何
を
し
て
も
よ
い

と
考
え
る
人
も
い
ま
す
。
科
学
技
術
の
進
歩

は
世
の
中
を
進
歩
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
た

だ
便
利
に
さ
せ
た
だ
け
で
人
の
歪
ん
だ
欲

望
を
一
層
生
み
出
し
た
様
に
も
見
え
ま
す
。 

「
因
果
応
報
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
振
る
舞
い
が
や
が
て
自
分
に
全
て

返
っ
て
く
る
と
い
う
仏
教
用
語
で
す
。
科
学

技
術
が
発
達
し
て
い
な
い
時
代
に
な
ぜ
こ

の
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
が
な
く
て
も
、
昔
の
人
た
ち
は

幸
せ
に
な
る
に
は
ど
ん
な
生
き
方
を
す
れ

ば
い
い
の
か
、
不
幸
せ
に
な
る
人
は
ど
ん
な 

西

原

小

だ

よ

り 

  

学校教育目標「かしこく（知） なかよく（徳） げんきよく（体）」

～今が大切～ 
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★
幼
保
小
連
絡
協
議
会 

 

２
月
３
日
（
月
）
近
隣
の
幼
稚
園
・
保

育
園
の
７
名
の
先
生
方
と
本
校
職
員
と

の
情
報
交
換
の
場
で
あ
る
幼
保
小
連
絡

協
議
会
が
本
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
授
業
の
様
子
を
見
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
に
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
有
意
義
な
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

★
新
入
学
児
童
保
護
者
説
明
会 

 

２
月
１
日
（
水
）
令
和
５
年
度
本
校
へ

入
学
予
定
の
児
童
の
保
護
者
の
皆
様
を

お
招
き
し
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
本
校
の
教
育
活
動
の
実
態
や
入

学
ま
で
の
諸
準
備
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
協

力
等
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

★
県
学
校
歯
科
保
健
コ
ン
ク
ー
ル 

 

第
６
９
回
埼
玉
県
歯
科
保
健
コ
ン
ク 

ー
ル
に
お
い
て
本
校
は
「
入
選
」
と
い
う 

栄
誉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
校
の
歯
の 

治
療
率
が
最
終
的
に
９
２
％
を
超
え
、
学 

校
全
体
で
歯
に
関
す
る
指
導
や
取
組
が 

評
価
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
日
頃
よ
り 

家
庭
内
で
の
歯
に
関
す
る
高
い
意
識
や 

関
心
が
あ
る
事
に
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

★
マ
ラ
ソ
ン
週
間
表
彰 

 

１
１
月
１
日
か
ら
１
２
月
１
６
日
ま 

で
の
全
校
マ
ラ
ソ
ン
週
間
中
に
２
０
０ 

周
以
上
走
っ
た
児
童
を
表
彰
し
ま
し
た
。 

ど
の
学
年
も
表
彰
者
が
多
く
、
校
庭
５ 

０
０
周
を
超
え
た
児
童
も
い
ま
し
た
。 

 

学校教育目標「かしこく（知） なかよく（徳） げんきよく（体）」 

 

 

 

★
３
月
の
学
校
等
の
予
定 

１
日
（
水
）
児
童
集
会
・
６
年
生
を
送
る
会 

２
日
（
木
）
委
員
会
活
動 

３
日
（
金
）
図
書
貸
し
出
し
最
終
日
・
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校
・
３
年
校
外
学
習 

 
 
 
 
 
 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
定
例
会 

６
日
（
月
）
読
み
聞
か
せ 

７
日
（
火
）
体
育
朝
会 

８
日
（
水
）
児
童
集
会
・
さ
わ
や
か
相
談
員
来
校 

９
日
（
木
）
ク
ラ
ブ
活
動 

１
０
日
（
金
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
登
校
引
率 

１
３
日
（
月
）
朝
読
書 

１
４
日
（
火
）
西
原
タ
イ
ム 

１
５
日
（
水
）
美
化
活
動 

１
６
日
（
木
）
卒
業
式
前
々
日
準
備 

 
 
 
 
 
 
 

と
も
し
び
号
来
校 

１
７
日
（
金
）
卒
業
式
予
行
・
給
食
最
終
日 

２
０
日
（
月
）
短
縮
③ 

２
２
日
（
水
）
卒
業
式
（
短
縮
③
） 

 
 
 
 
 
 

※
１
～
５
年
は
臨
時
休
業 

２
３
日
（
木
）
短
縮
③ 

２
４
日
（
金
）
修
了
式
（
短
縮
③
） 

２
５
日
（
土
）
春
季
休
業
日
（
～
４
月
９
日
） 

 

★
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

地
域
に
お
住
い
の
平
山
様
、
北
原
様
に
校

地
内
の
環
境
整
備
に
日
々
来
校
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
特
に
校
舎
裏
は
伐
採
や
塗
装
で

見
違
え
る
よ
う
に
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。 

 

※
卒
業
式
・
入
学
式
に
つ
い
て 

 

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
徹
底
や
内
容
の
精 

選
を
図
り
な
が
ら
、
西
原
小
学
校
で
は
両
行 

事
と
も
一
家
庭
２
人
の
参
加
と
し
、
５
年
生 

以
下
の
式
へ
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

 

★
感
謝
の
集
い 

 

２
月
１
日
（
水
）
児
童
集
会
に
お
い
て
給 

食
に
係
る
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝 

え
る
集
い
が
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当 

日
は
給
食
委
員
さ
ん
が
運
営
を
担
当
し
、
６ 

年
生
か
ら
栄
養
教
諭
の
小
峯
先
生
や
配
膳 

員
の
藤
野
さ
ん
と
小
堀
さ
ん
へ
の
お
手
紙 

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
腹
話
術
を
駆
使
し
た
小 

峯
先
生
の
お
話
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

 

★
少
年
の
主
張
イ
ン
ふ
じ
み
野 

 

２
月
４
日
（
土
）
ス
テ
ラ
イ
ー
ス
ト
ホ
ー

ル
で
少
年
の
主
張
イ
ン
ふ
じ
み
野
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
相
川
瑠
美
さ
ん
が

「
努
力
や
思
い
や
り
の
心
を
教
え
て
く
れ

た
空
手
」
と
い
う
演
題
で
と
て
も
立
派
な
ス

ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。
空
手
を
通
し
て
得
た

自
分
の
心
の
成
長
を
素
直
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
会
場
に
い
た
観
衆
の
皆
さ
ん
か
ら

大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
指
導
さ
れ

た
矢
口
先
生
、
教
頭
先
生
に
感
謝
で
す
。 

 

 ★
環
境
衛
生
検
査 

 

２
月
７
日
（
火
）
本
校
薬
剤
師
の
松
尾 

勝
一
先
生
が
来
校
さ
れ
、
各
教
室
の
二
酸

化
炭
素
濃
度
の
測
定
や
照
度
の
点
検
等
を

行
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
安
心
安
全
な
空

間
で
児
童
が
学
習
に
取
り
組
む
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
は
大
切
な
検
査
で
し
た
。 

 

★
な
わ
と
び
週
間 

 

１
月
１
０
日
か
ら
２
月
２
８
日
ま
で
本 

校
で
は
「
な
わ
と
び
週
間
」
を
設
け
、
全

校
で
体
力
づ
く
り
に
励
み
ま
し
た
。 

 

★
令
和
５
年
度
学
校
運
営
協
議
会
委
員 

令
和
５
年
度
の
「
学
校
運
営
協
議
会
委
員
」

を
次
の
皆
様
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
ご
多

用
の
中
で
も
お
引
き
受
け
下
さ
っ
た
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
令
和
４
年

度
で
退
任
さ
れ
る
水
野
様
、
大
島
様
、
熊
倉

様
の
３
名
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
の
本
校
へ

の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 （
会
長
）
田
中 

健
一 

様
（
再
任
） 

（
委
員
）
二
瓶
千
香
子 

様
（
再
任
） 

 
 
 
 

柄
田 

毅 

様
（
再
任
・
学
識
者
） 

 
 
 
 

齊
藤 

隆
之 

様
（
再
任
・
行
政
） 

 
 
 

三
谷 

直
子 

様
（
再
任
） 

 
 
 

岩
村 

英
輔 

様
（
再
任
） 

 
 
 

須
永
美
由
紀 

様
（
再
任
） 

 
 
 

高
村
晋
太
郎 

様
（
再
任
） 

 
 
 

藤
井 

沙
紀 

様
（
再
任
） 

 
 
 

柿
沼
紀
久
代 

様
（
新
任
） 

 
 
 

関
根 

和
也 

様
（
新
任
） 

 
 
 

三
角
小
学
校
教
頭 

様
（
新
任
） 

※
二
瓶
様
に
は
引
き
続
き
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
校
長
・
教
頭
・
教
務
・
県
費
事
務
も
委
員

と
し
て
参
加
し
ま
す
。 

 ★
授
業
参
観
懇
談
会 

２
月
２
０
・
２
１
・
２
２
日
の
３
日
間
、

低
・
中
・
高
学
年
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
授
業
参

観
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
多
用
の
中
、

多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
来
校
し
て
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
年

間
の
ま
と
め
と
次
年
度
へ
の
心
構
え
等
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

       


